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挨
拶
、
会
務
会
針
報
舌
、
決

筑
．
嫉
一
が
召
わ
れ
、
町
公
民
館
の
優
良

乱
落
青
拒
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の
表
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と
表
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れ
た
習

．
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　　逗蝿鍍発行人

責
任
も
つ
て

　
本
年
は
又
字
通
D
”
選
挙
の
当
り
年
”

　
で
二
月
二
十
七
日
の
衆
謹
院
茜
貝
の
総

　
選
裕
を
反
切
り
に
、
縣
、
市
町
村
の
逃

　
挙
等
、
四
月
渓
で
は
、
選
挙
の
連
続
で

あ
り
ま
す
。
公
明
選
基
・
が
提
唱
さ
れ
て

既
に
久
し
く
、
今
階
ε
そ
そ
の
実
現
を

戸
園
係
☆
機
間
が
l
体
と
な
つ
C
そ
の

推
芭

に
当
つ
て
い
ま
す
。
政
治
は
台
所

に
っ
な
が
ゐ
と
云
わ
れ
る
通
り
、
み
ん

な
が
自
延
し

て
公
正
に
選
挙
権
を
行
使

す
る
よ
う

に
な
ら
な
い
と
、
明
る
い
日

本
、
住
み
よ
い
吐
会
に
な
ら
な
い
で
し

よ
う
。
本
当
に
今
度
こ
そ
、
自
分
の
投

ず
る

「票
に
責
任
を
も
ち
、
正
し
い
判

断
に
ム
い
て
選
び
ま
し
よ
う
o

◎
明
る
い
選
挙

候
禰
者
は

コ
、
告
示
前
か
ら
運
動
し
な
い
。
そ
の

；
．
l
p
・
．
｜
・
，
－
－
－
－
－
－
S
v
－
－
t
v
－
°
・
v
亀
゜
’

一
月
六
日
の
大
僑
部
落
の
大
火
願
災
者

の
救
助
方
策
に
っ
い
て
の
町
議
会
を
一

月

十
日

招
集
さ
れ
訳
の
通
り
決
定
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

大
火
後
の
雁
災
番
に
対
す
る
炊
出
し
の

費
用
及
び
各
戸
五
千
円
乃
至
二
千
円
の

町
よ
り
既
に
支
出
し
た
る
見
舞
金
は
承

A

J

二

月
二
十
七
日
ー
総
選
學

　
他
不
正
な
運
動
盈
し
な
い
。

2
’
　
m
e
々
と
政
見
を
発
表
し
、
信
念
に

　
頸
く
、
自
己
の
誇
大
寛
暢
を
し
な
い

3
、
自
分
で
出
來
な
い
こ
と
や
、
デ
タ

　
ラ
メ
の
公
約
を
し
な
い
。

選
挙
す
る
人
は

ユ
、
因
縁
や
間
実
に
と
ら
わ
れ
な
い
。

2
、
田
牧
や
、
ご
ち
そ
う
v
g
だ
ま
さ
れ

　

な
い
。
　
　
　
　
　
　
・

3
、
自
由
な
明
る
い
気
持
で
候
禰
肴
の

　
人
格
や
実
践
力
を
判
断
す
る
。

◎
暗
い
選
挙

候
襯
考
は

ー
、
告
示
前
か
ら
ア
ノ
手
コ
ノ
手
を
考

　
ヌ

て
、
藁
を
く
ぐ
つ
て
不
正
な
蓮
動

　
を
す
る
。

2
、
買
牧
、
ご
ち
そ
う
、
寄
附
な
ど
で

有
権
者
を
釣
る
e

3
、
運
動
費
用
の
遠
反
は
ほ
／
か
む
り

　
し

て
う

そ
の
届
出
を
す
る
。

4
、
村
の
ボ
ス
等
を
抱
き
こ
ん
で
、
戸

　
別
訪
問
や
、
色
々
不
正
の
蓮
動
を
す

る
o

5
、
腹
に
も
溶
い
お
世
辞
を
並
べ
乞
り

　

頭
を
や
右
ら
ぺ
こ
ノ
、
下
げ
て
渉
く

6
、
自
分
に
出
來
な
い
こ
と
や
、
デ
タ

　
ラ
メ
の
公
約
を
す
る
。

※
政
治
家
の
資
格
〃

○
ば
禰
者
を
選
ぶ
場
合

に
は
ま
ず
、
政

　
党
す
K
わ
ち
政
見
、
吹
に
人
物
、

謹
会
政
治
と
い
う

の
は
、
屑
民
が
謹
員

を
通
じ
て
、
政
治
を
行
う
珀
磁
で
あ
る

か
ら
、
自
分
と
同
じ
政
見
を
も
つ
た
人

を
迎
ぷ
こ
と
が
法
ず
第
一
で
あ
る
。

o
政
見
の
同
じ
族
補
者
が
1
’
1
名
以
上
あ

　
つ
た
場
昌
に
初
め
て
人
物
が
問
題
に

な
る
。
人
物
を
見
る
場
己
に
は
贔
性
と

実
行
力
が
幽
準
と

な
る
、
晶
性
の
低
い

も
の
よ
9
’
高
い
も
の
を
選
ぶ
の
は
当

然
で
あ
る
。
少
く
と
も
買
牧
さ
れ
な
い

で
自
分
の
主
範
圭
張
に
忠
実
で
あ
る
人

物
を
製
求
し
た
い
。

○
実
行
力
は
熱
慧
と
学
疏
の
二
つ
に
分

　
け
る
こ
と
が
出
楽
る
。
ど
ん
な
立
涯

な
意
兇
を
も
ち
、
ど
ん
な
に
晶
性
が
高

v
て
も
、
あ
く
ま
で
そ
の
意
見
を
実
現

㌔㌦∵、
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し
よ
う
と

い
う
賄
斑
口
な
い
入
は
だ
め

だ
。
熱
意
が
な
け
れ
ば
活
動
力
も
実
行

力

も
出
て
來
な
い
e

O
学
卿
が
な
く
て
は
問
題
の
起
つ
た
場

　
合
に
自
分
の
行
動
を
決
め
る
こ
と

U

出
來
な
い
。
含
逃
と
は
む
ろ
ん
学
歴
・

は
な
い
し
、
専
門
的
智
過
の
み
を
も
つ

こ
と
で
は
な
e
。
政
治
は
元
來
項
戸
汚
烏

術
で
は
な
、
ふ
ら
、
行
政
、
法
律
、
4

政
な
ど
の
辱
門
家
で
あ
る
必
要
は
土
n
、

む
し
ろ
斑
門
家
で
な
い
方
が
よ
い
鋤
　
l
l

も
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
　
ぐ
N
　
　
r
　
J
．
　
　
i

o
こ
ん
な
属
由
で
投
票
し
て
は
、
日
工

　
の
政
田
は
お
先
ま
つ
く
ら
ー

ユ
、
お
金
を
も
ら
つ
た
か
ら

2
、
○
’
稜
や
お
宮
に
寄
附
し
て
く
れ
た

　
か
ら

3
、
踊
り
や
映
両
を
兄

せ
て
く

れ
た
か
ら

4
、
旗
行
し
て
み
や
げ

を
く

れ
た
か
ら

5
、
習
軍
團
の
総
会
に

　
酒
を
寄
附
し

た
か
ら

6
、
婦
人
会
の
役
員
に

　
折
酷
を
寄
附
し
て
く

れ
た
か
ら

7
、
手
ぬ
ぐ
い
を
も
ら
つ
た
か
ら

8
、
後
援
会
で
ご
ち
そ
う
に
な
つ
澹
か

　
ら

会長に申村三勇士君
　町青協総会　　　一一＿＿at函

の
蓮
墓
表
が
行
一
副

わ
れ

甕
蓼
亘
書

午
前
中
は
休
会
、
午
後
会

よ
り
役
崎
改
選
を
行
い

協
躍
に
入
り
活
溌
な
慧

見
発
表
が
行
わ
れ
た
が

圭
な
翻
題
と
レ
て
次
の

閻
題
が
取
り
上
げ
b
れ

丈
。一、

規
約
改
廃
に

つ
い

　
て
二
、
行
事
計
画
並
に
牧

支
予
算
に
つ
い
て

三
、
公
明
迎
準
の
撞
些
対
策
に
つ
い
て

四
、
町
公
民
館
建
設
促
進
に
つ
い
て

ヨ
、
そ
の
他
要
留

新
旧
役
員
挨
拶
後
旧
碇
員
に
対
す
る
感

変
昧
及
び
記
念
品
の
昭
呈
が
行
わ
れ
、

午
筏褐
閉
会
し
た
。

　

新
役
員
氏
名

会
　
長
　
　
申
村
三
勇
工
（
再
　
週
）

副

”

寓
裏
（
木
原
）
｛

9
、
頭
が
低
く
て
お
世
辞
が
よ
い
か
ら

1
0
、
暑
中
見
舞
や
、
年
震
ふ
を
よ
こ
す

　
か
ら

1
1
、
葬
式
に
花
わ
を
く
れ
た
か
ら

1
2
、
村
の
有
力
者
が
厄
の
み
に
き
た
か

　
ら

　
一
寸
づ
A
で
も
、
道
路
を
拡
げ
、
せ

　
め
て
小
型
自
動
車
の
通
行
が
容
易
に

　
出
來
る
よ
う
協
力
し
て
い
た
S
き
た

　
い
o

O
向
後
町
と
致
し
ま
し

て
も
、
消
防
團

　
の
喜
兄
も
罵
と
注
い
て
、
水
取
入
口

　
の
施
設
や
、
水
路
の
三
面
張
な
ど
、

　
財
政
事
情
等
よ
く
勘
案
し
て
出
來
る

　
丈
速
急
に
体
制
を
踏
備
し
た
い
と
考

ヌ

て
い
ま
す
。

o
以
上
の
こ
と
が
町
民
全
て
の
万
l
の

　
場
合
に
処
す
る
o
が
げ
で
あ
り
、
お

　
互
の
協
力
結
合
に
よ
つ
て
、
こ
の
固

命
が
立
波
に
果
さ
れ
、
お
亙
い
の
生

命
財
塵
を
保
腫
し
、
他
に
累
を
及
ぼ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
す
べ
き
で
あ
る

　
の
で
、
特
に
こ
の
こ
と
を
二
月
町
報

を
通
じ
、
町
民
各
位
に
お
願
い
致
す

吹
開
で
あ
り
ま
ず
・

　

※

　
　
※
　
　
※

　
　
　

※

　
　
※
　
　
※
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認
す
る
こ
と
、
食
糧
の
給
与
は
1
1
1
日
分

町議会だより
と
し
更
に
各
戸
五
千
円
の

町
よ
り
の
見
舞
金
を
支
出

す

る
こ
と
、
仮
小
屋
に
町

費
を
も
つ
て
雨
洩
れ
を
防

ぐ
爲
め
ト
タ
ン
葺
き
を
す

る
こ
と
。
一
般
か
ら
の
義

損
金
義
損
物
責
は
町
長
に

於
て
配
分
す
る
こ
と
e

1月
l
I
十
1
日
招
藥
の
議

会
に
於
て
は
、
山
ノ
ロ
海

岸
堤
災
書
復
旧

事
業
の
工
串
請
負
を
吉

山
組
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

の
件
承

密
、
同
工
扇
の
追
加
施
工
方
の
躍
決
、

堂
之
元
川
唖
岸
災
書
復
旧

工
車
実
施
の

騒
決
、
新
ら
し
く
役
場
の
前
に
建
築
さ

れ
た
町
営
住
宅
の
家
旬
の
決
定
等
全
部

原
案
可
決
さ
れ
外
に
森
林
組
合
長
よ
り

提
出
の
請
願
文
書
は
総
務
委
員
会
付
託

と
な
り
ぼ
し
た
。
　
　
　
（
以
上
）

壁
輌i一纏

〃　
中
野
清
人

（段
印
野
）

O
表
彰
部
落

青
年
團

大
根
占
g
区

馬
場
甫
年
咀

帥

川
俊
区

皆
口
甫
年
圏

池

田
茂
区

川
南
胃
年
團

宿
利
原
稜
区

き
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

厚
グ
瀬
誇
年

ge
　
’
‘

　
家
を
守
つ
で
や
る
等
、
清
防
に
協
力

　
し
て
、
決
し
て
道
路
に
立
ち
ふ
さ
が

　
つ
て
、
消
防
活
動
を
坊
げ
な
い
こ
と

◎
以
上
の
外

1
、
町
内
l
円
に
亘
つ
て
幹
線
水
路
、

　
小
水
路
共
に
、
部
落
民
の
総
思
、
話

　
合

い
に
よ
つ
て
常
に
禰
掃
さ
れ
、
衰

　
の
生
育
に
大
き
な
支
暇
と
な
ら

な
い

　
限
り
、
少
量
ず
＼
で
も
水
を
流
し
て

　
洞
れ
な
い
よ
う

に
、
防
火
水
路
と
し

　
て
完
全
に
役
目
を
果
せ
る
よ
う
に
し

　
そ
の
爲
に
は
部
落
毎
に
当
番
で
も
立

　
て
、
毎
月
l
回
位
は
見
廻
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

2
、
万
I
の
場
合
は
部
落
畏
は
役
場
に

　
速
報
レ
、
鯖
洛
出
身
の
溜
防
手
は
水

　
取
入
口
に
急
行
す
る
こ
と
に
し

て
い

迄
S
き
た
い
。

3
、
よ
く
み
て
い
る
N
i
正
月
を
迎
ヌ

　
る
度
に
竹
垣
が
遭
路
に
押
出
し
、
遭

路
が
せ
ば
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、

町

長

．

宮

里

軍

吉

○
新
し
口
年
を
迎
牙
て
、
早
く
も
一
月

　
を
過
ぎ
ま
し
た
。
光
陰
矢
の
如
く
、

　
白
駒
の
隙
間
を
馳
す
る
、
本
当
に
早

　
い
も
の
で
す
。
今
更
な
が
ら
月
日
の

　
流
れ
の
早
い
の
に
驚
営
ま
す
。

　
（
い
ま
だ
さ
め
ず
ち
と
う
し
ゆ
ん
そ

う

の
ゆ
め
）

未
不
醒
池
塘
春
窓
夢

　
（
か
い
ぜ
ん
の
こ
ど
う
す
で
に
し
う

せ
い
）

階
前
梧
桐
既
秋
声

大
聖
兎
は
寸
陰
を
惜
し
ん
だ
。
吾
々

本
凡
人
は
分
陰
を
借
し
ま
ね
ば
な
ら

ん
と
思
い
ま
す
。
今
更
嘗
の
聖
賢
の

曾
を
思
い
出
す
の
で
あ
り
ま
す
、

○
客
膿
十
二
月
、
明
け
て
一
月
六
巳
再

　
度
火
災
に
見
舞
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

　
が
、
今
回
の
火
事
に
当
っ
て
、
み
な

　
さ
ま
ご
同
礫
、
火
事
程
恐
ろ
し
い
も

　
の
は
な
い
と
、
焦
燥
の
感
に
打
た
れ

　
私
は
次
の
こ
N
を
強
v
感
じ
み
な
さ

　
ん
と
共
に
考
ヌ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

　
い
ぼ
し
た
。

1
、
早
期
の
発
見
、
速
報
に
よ
つ
て
潟

　
防
車
の
出
動
を
迅
速
な
ら
レ
め
る
こ

　
と
o

2
、
水
路
が
常
に
整
傭
さ
れ
て
い
な
け

　
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
。

Cf）、
火
扇
の
見
物
は
禁
物
で
、
町
民
相

　
互
扶
助
の
糖
桶
か
ら
も
、
家
財
の
持

　
出
、
監
脱
、
或
は
飛
火
の
懸
念
あ
る

1
3
、
親
類
や
友
趨
に
た
の
ま
れ
仁
か
ら

可
候
薯
や
e
x
さ
ん
窪
の
み
渠

　

た
か
ら

1
5
、
上
役
の
云
う
こ
と
を
吉
か
な
い
と

　
損
を
す
る
か
ら

1
6
、
入
学
や
就
職
の
世
話
に
な
つ
た
か

海山
　ノ
岸口

　
ら

1
7
、
昔
世
詰
に
な
つ
迄
か
ら

1
8
、
P
T
A
の
役
員
だ
か
ら

1
9
、
会
肚
の
貫
役
だ
か
ら

⑳
、
学
稜
の
先
盟
だ
か
ら

防

護

事

業

着

工

昨
年
の
相
次
ぐ
随
風
で
危
破
に
さ
ら
さ

れ
で
い
た
山
ノ
ロ
海
串
の
防
睡
対
策
は

縣
の
保
安
林
防
胡
施
設
と
l
土
木
災
審

復
旧

工
事
の
両
面
に
嵐
る
陳
情
交
渉
を

「
☆
け
て
い
た
処
、
漸
く
新
春
早
々
か

ら
着
工
の
運
び
と
な
り
、
二
十
九
年
度

事
業
と
し
て
次
の
通
り
、
決
定
現
場
ま

で
の
ト
ラ
ツ
ク
道
路
も
完
成
し
て
l
月

11十
i
日
そ
の
起
工
式
を
挙
行
し
た
。

一
、

願
保
安
林
防
胡
施
設
工
事

　
延
長
約
　
1
1
I
O
米

　
工
編
費
　
四
〇
〇
万
円

11
、
土
木
焚
害
復
旧
工
事

延

畏

七
o
米

　
工
事
貨
　
三
二
〇
万
円
（
よ
う
壁
部

　
　
　
　
　
分
）

な
お
土
木
斑
害
偏
旧

工
事
は
縣
費
立
替

工
事
と
レ
て
、
さ
ら
に
二
〇
〇
万
円
追

加
施
工
の
見
込
確
実
と
な
り
、
こ
れ
で

一
応
台
風
時
鰻
も
危
険
な
区
域
の
対
策

は
施
工
し
得
る
見
込
で
あ
る
。

．

土

史

七
卒
家
落
人
v
大
根
占

◎
麓
、
坂
元
家

　
一
、
坂
元
家
の
租

　
　
　
　
　
コ
ら
か
ど

坂
元
家
は
軍
特
門
の
後
商
と
博
考
ら
れ

て
い
る
。
嘉
力
十
代
桓
武
天
皇
，
l
g
l
l
l

　
　
　
や
か
ヰ
ち
ぢ

世
の
孫
高
頃
土
に
は
じ

め
て
弔
の
姓
を

碕
う

た
の
で
あ
る
が
、
高
呈
の
孫
が
準

将
門
で
あ
る
。
麓
坂
元
盛
自
氏
所
戚
の

系
図
を
按
ず
る
に
、
卒
安
眉
代
の
未
期

斯
調
源
卒
畢
乱
の
時
代
に
は
卒
将
門
よ

a
ヒ
代
の
孫
に
坂
本
三
刈
守
苧
盛
安
と

い
う

人
物
が
あ
つ
た
。
紀
伐
国
伊
翻
郵

　
（
和
歌
山
㎞
）
を
領
し
て
い
た
o
当
時

卒
家
の
圭
流
は
卒
清
盛
の
鎌
惟
盛
貿
盛

等
が
指
撞
し
寿
水
三
年
二
川

兵
庫
願
一

谷
の
白
職
に
敗
れ
た
の
で
四
国
香
川
縣

屋
局
限
に
走
っ
た
の
已
め
る
。
そ
乙
で

源
頼
朗
は
g
y
m
に
㊧
誘
を
開
舎
感
治

ま肋
を
雌
く

に
到
つ
て
、
天
ド
の
実
権
は

鍵
質
的
に
源
氏
の
手
に
帰
せ
ん
と
す
る

状
勢
と
な
つ
た
の
で
、
盛
安
の
領
士
紀

伊
囚
は
源
氏
の
勢
力
下
に
入
つ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
卒
氏
没
落
の

兆
よ
う
や
く
濫
く
な
つ
た
の
で
識
に
意

を
決
し
南
九
州
に
の
が
れ
る
に
い
た
つ

た
o二
、
日
向
国
南
郷
に
移
佳

時
は
交
治
元
年
正
月
十
三
日
、
屡
島
合

賊
ω
一
ケ
月
剛
、
卒
盛
安
は
一
族
郎
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
す

を
率
い
て
紀
伊
国
を
打
立
ち
日
向
国
臼

杵
郡
財
部
郷
今
の
高
鍋
の
地
に
到
着
し

た
の
が
同
年
二
月
茄
日
で
今
よ
D
七
七

〇
年
前
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

盛
安
は
父
順
簿
來
の
牢
家
の
守
刀
法
花

顧
荒
蝕
と
称
す
る
名
刀
を
、
北
條
時
政

を
通
じ

源
頼
朝
に
進
上
し
た
。
頼
朝
は

其
の
忠
賞
に
よ
り
南
郷
三
百
茄
十
町
を

盛
安
に
与
ズ
カ
の
で
爾
來
南
郷
の
地
に

館
を
硫
オ
た
の
で
あ
る
。
其
の
後
十
三

世
を
経
て
盛
長
の
時
代
に
い
方
り
日
向

国
伊
東
氏
よ
り
吉
松
八
町
を
賜
う
た
記

録
が
あ
る
。
時
は
文
明
元
年
二
月
三
日

の
鴇
で
室
町
贈
代
の
中
期
足
利
八
代
特

軍
藁
政
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
頃
中
央

〃

選

挙

手
帖
”

O
不
在
者
投
票

　
投
票
日

（l
　1

十
・
P
臼
）
に
都
合
で
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票
を

す
蚤
と
薗
餐
す
・

場
所
、
町
役
場
、
二
月
一
日
か
ら
1
1
十

六
日

ま
で
、
毎
日
前
八
g
e
t
t
l
O
分
か
ら

后
茄
時
ま
で
　
　
’

○
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登

　
載
申
請

II十
九
年
十
一
月
八
日
以
蘭
か
ら
本
町

に
居
庄
し

て
い
て
、
基
本
選
挙
人
名
簿

に
の
つ
て
い
な
い
人
、
1
1
月
八
日
ま
で

に
満
二
〇
才
に
な
つ
丸
人
は
、
補
充
鍍

池人
名
簿
登
録
申
講
を
す
る
こ
と
が
幽

來
ま
す
。

期
間
　
二
月
九
日
か
ら
十
l
l
l
目
p
s
で

○
選
挙
人
名
簿
の
従
寛

二
月
十
七
日
か
ら
二
十
1
日
ま
で

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
問
台
せ
て
下
さ

い
e（大

根
占
町
題
挙
管
理
委
員
会
）

に
於
て
は
応
仁
の
孔
が
趨
り
十
一
年
に

わ
た
る
大
乱
と
な
り
京
七
め
街
は
癌
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
れ

が
原
と
化
レ
た
o
　
r
l
j
や
知
る
在
は
野

　
　
　
ロ
ぎ

べ
の
夕
雲
雀
上
る
を
見
て
も
落
っ
る
涙

は
』
と
嘆
か
れ
た
程
で
あ
つ
た
。
其
の

後
地
方
に
於
て
は
豪
族
の
争
乱
が
は
げ

し
く

百
余
年
に
わ
た
る
願
國
時
代
と
な

る
の
で
あ
る
。
三
州
に
於
て
は
日
向
の

伊
東
氏
大
隅
の
肝
属
氏
障
貼
の
島
津
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ロ
よ

人
吉
の
相
良
民
が
翻
拠
し
て
い
た
が
、

根
占
地
万
は
腐
髪
家
十
二
代
貫
清
の
悶

代
で
あ
る
。
卒
経
良
は
こ
の
頃
同
じ
日

向
の
伊
束
氏
の
爲
に
皿
乱
の
巷
に
往
來

し

其
の
戦
功
を
質
せ
ら
れ
た
も
の
と
思

う
o三
、
大
根
占
に
移
住

大
根
占
捌
に
移
庄
し
た
経
緯
に
つ
い
て

は
明
確
な
記
恨
は
な
い
が
厩
長
よ
り
四

世
の
孫
盛
村

（
将
門
よ
り
二
十
四
世
）

の
頃
と
推
察
さ
れ
る
の
で
偲
川
時
代
の

初
頃
で
あ
ろ
う
。
初
め
馬
場
高
田
附
近

（
今
の
中
西
報
恩
寺
附
近
）
に
居
庄
し

主

て
い
た
が
数
世
の
後
馬
鋤
、
木
場
に
移

り
現
在
に
到
る
が
其
の
孫
五
家
に
分
る

偲
川
時
代W
　
I
族
の
者
大
根
占
郷
の

あ
つ
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
ご
う
し
　
ど
し
よ
ち
　
　
　
　
よ
ピ
め

哩
、
庄
屋
、
郷
士
年
寄
、
横
目
、
絹
頭

郡
見
廻
役
等
の
要
職
に
つ
い
た
者
が
多

く
、
郷
の
政
務
に
貢
献
し
て
い
る
o
就

中
延
宝
四
転
大
根
占
用
水
路
開
さ
く
に

あ
た
つ
て
は
坂
本
伊
右
衛
門
が
郡
見
廻

役
と
し
て
こ
の
雄
工
事
に
尽
力
し
、
慶

応
二
年
坂
本
新
助
は
郷
士
年
寄
と
レ
て

脇
扇
指
導
に
楠
励
し
其
の
心
掛
奇
特
な

り
と
し
て
桂
家
老
よ
り
褒
詞
を
受
け
て

い
る
。
明
治
以
後
に
於
て
は
明
治
六
、

七
年
、
坂
元
等
が
初
代
の
官
選
戸
長
と

な
り
、
坂
元
盛
祐
は
明
治
四
十
五
年
よ

り
昭
和
八
年
ま
で
名
村
長
と
し
て
村
治

に
あ
た
g
1
面
郷
士
史
家
と
し
て
造
詣

の
深
か
つ
た
事
は
人
の
よ
く
知
る
所
で

あ
る
。
坂
元
家
は
い
つ
れ
も
六
ツ
丁
乎

紋
を
用
い
家
字
に
盛
の
文
字
を
屈
用
し

て
い
る
坂
元
の
姓
は
往
占
は
坂
本
の
字

を
用
い
鰍
窟
初
期
の
頃
坂
本
三
河
守
奈

（
第
七
回
）

地

続

盛
安
の
あ
つ
た
亭
は
す
で
に
遡
ぺ
た
●

坂
本
の
姓
は
ぷ
賀
国
坂
本
の
地
名
を
取

つ
た
も
の
と
口
煙
に
い
う
o

　
　
　
　
あ
ニ
カ
い

　
　
　
　
　
　
　
を
チ
ニ

畦
1
、
曖
郷
士
年
寄
…
…
藩
政
時
代
郷

　
　
士
の
居
倖
地
た
る
澱
内
の
政
務
を

　
　
み
る
役
で
郷
ご
と
に
郷
士
年
寄
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ホ
め

　
　
三
人
又
は
I
名
雌
か
れ
こ
れ
凌
曖

　
　
と
称
レ
た
。

　
　
　
エ
　
　
リ

　
2
、
領
目
…
…
地
頭
仮
屋
に
出
醐
し

　
　
巡
無
監
幌
の
役
に
あ
た
つた
。

　
3
、
絹
頭
…
…
麓
を
撤
組
に
分
け
組

　
　
ご
と
に
紺
頭
を
お
ヨ
自
治
の
任
に

　
　
r
m
る
o
　
．

　
4
、
郡
見
廻
…
：
部
落
の
行
政
を
監

　
　
督
し
勧
脇
の
事
務
を
取
る
。

　
5
、
庄
屋
…
：
其
の
管
内
の
取
締
D

　
　
納
税
の
管
類
に
あ
た
る
。

◎
麓
山
元
家
湯
田
家

　
　
　
　
り

o
山
元
家

　
　
　
　
　
　
り
じ
め

山
元
家
は
卒
姓
醜
魅
氏
第
五
代
油
治
の

三
男
溜
高
初
め
て
山
本
と
号
し
根
占
町

山
本
に
あ
る
山
田
城
は
共
の
居
城
と
博

　
　
　
う
o

　
　
o
湯
田
家
は

　
　
卒
姓
建
杣
氏
の
後
商
で
あ
る
が

　
　
其
の
創
立
の
吹
第
は
詳
な
ら
ず

　
　
こ
れ
ら
ぴ
家
の
流
れ
を
く
む
諸

磯
遺
］

　
　
　
　
坂
本
家
使
用
の
六
ツ
丁
子
紋

※
筆
者
の
声

大
根
占
郷
士
史
も
回
を
田
ね
る
事
　
－
l
薗

其
の
間
町
民
各
位
よ
り
罷
多
激
励
の
辞

を
い
た
で
ぎ
ま
し
た
。
感
謝
の
外
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
等
の
声
は
好
奇
的
気
持

よ
り
発
し
た
冒
葉
で
は
な
く
我
が
郷
土

を
知
り
た
い
根
本
的
欲
莱
の
発
露
で
あ

る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
叉
我
が
郷
土
史

に
多
大
の
関
心
を
持
つ
て
炉
る
現
れ
で

も
あ
り
ま
す
。

我
が
町
の
文
化
財
は
多
く

は
煙
滅
し
賢

料
に
乏
し
い
の
で
鯛
査
研
究
が
仲
々
困

雛
で
あ
り
達
す
o
も
し
皆
傑
の
家
に
史

料

（士
器
石
器
餓
、
刀
劔
、
書
画
、
陶

器
古
交
書
、
系
図
其
の
他
の
遣
物
遺
跡

等
）
が
あ
り
ま
し
迄
ら
御
知
ら
せ
下
さ

い
o
町
民
各
位
の
御
協
力
に
よ
g
郷
士

史
も
そ
れ
だ
け
豊
か
な
も
の
に
な
り
ま

し
よ
う
。
筆
者
は
皆
様
の
御
声
援
に
答

ヌ

る
べ
く

紙
面
の
ゆ
る
す
限
り
現
代
史

法
で
順
を
追
う

て
蟹
を
進
め
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

／
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水

利

の

解

決

が
第
一

外
躍
く

鹿
見
島
、
谷
山
の
消
防
團
長
も

出
席
し
て
、
現
地
を
醗
察
レ
た
後
、
町

聞
会
議
鴇
堂
で
座
醗
会
が
催
お
さ
れ
た

活
溌
鍛
田
な
意
見
の
発
表
が
あ
り
、
論

■
の
中
心
は
、
水
利
の
事
に
編
申
さ
れ

当
局
、
一
般
民
協
力
し
て
、
本
常
か
ら

水
利
の
確
保
に
特
に
苗
意
し
な
け
れ
ぱ

な
ら

な
い
と
指
摘
さ
れ
た
o

協
謹
内
容
の
圭
な
内
容
は

o
大
火
他
区
の
清
防
顧
勢
に
っ
い
て

　
水
利
に
潅
慨
水
路
を
利
用
レ
配
唐
り

当
博
水
路
に
水
が
な
く
、
大
火
に
な
つ

た
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
こ
と
、
本
日

も
i
　
察
時
水
が
な
く
、
万
t
水
路
に
ち
り

な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
居
D
も
つ
と
本
常

の
態
勢
韻
化
に
努
力
す
べ
吉
だ
。

○
発
見
者
の
措
置
、
清
防
磯
関
の
出
動

火

災

現

地

研

究

会

　
初
期
防
火
は
適
切
で
あ
つ
た
か
、

発
火
し

氾
の
は
五
時
引

十
あ
分
頃
と
推

定
さ
れ
、
轡
察
に
蓮
絡
が
あ
つ
た
の
は

六
時
十
g
分
で
、
　
癌
見
者
大
根
占
岩

佐
藤
轡
部
禰

）
そ
れ
か
ら

役
場
に
遽
絡

サ
イ
レ
ン
を

　
　
　
ぜ

吹
鳴
、
澗
防

車
が
、
現
壌

に
つ
い
た

の

は
、
六
時
三

〇
分
頃
と
思

わ
れ
、
出
動

ま
で
の
経
過

は
良
好
で
あ

る
が
水
路
に

水
が
な
い
爲

初
期
防
火
が

徹
底
し
な
い

う
ら

み
が
あ

る
。〇
一
般
民
の

三、

詩
即
　
、
多
》
s
叉

　
　
　
’

［fpt
蟻

　　　　

，vタ

パ∴鴛罐

　
協
力
は
ど
う
だ
つ
た
か
卒
先
し
て
家

財
の
持
出
、
潤
火
に
協
力
し
た
人
々
も

多
か
っ
た
が
、
弥
次
馬
が
多
か
っ
た
。

も
つ
と

見
物
て

じ

や
冒
に
な
ら
す
、
協

有

村

綱

男

君

入三
　位
賞に

体

験

発

表

郡

大

会

『脅
年
が
庄
活
の
課
題
を
持
ち
自
圭
的

に
計
画
実
施
酔
慣
を
行
つ
た
こ
と
を
発

表
し
、
之
を
通
じ
て
地
域
肚
会
の
苦
拍

振
興
に
寄
与
す
る
』
と
い
う
趣
旨
の
も

と
に
、
一
月
十
茄
日
成
人
の
日
を
ト
し

、

成
年
式
絡
了
後
午
后
二
時
よ
り
郡
予

選藁
ね
、
本
町
大
会
が
開
催
さ
れ
た

●発
喪
者
及
び
題
目
次
の
通
D

　
一
、
玲
稻
叔
培
に
つ
い
て

r
　
　
穿
落
青
年
図
　
飯
隈
　
章
）

　
二
、
ト
マ
ト
栽
培
に
っ
い
て

　
　
　
（
鳥
浜
声
辱
團
　
永
田
道
夫
）

　
ヨ
、
私
の
7
1
十
狩
養
鶏

　
　
合
一
川
上
青
年
■
　
有
村
綱
雄
）

　
四
、
麦
’
大
豆
、
i
n
緒
の
l
t
l
毛
作

　
　
　
（
才
落
胃
年
g
　
申
馬
辰
哉
）

一
人
十
五
分
づ
i
の
発
喪
で
、
審
査
の

結
果
、
有
屑
胡
培
宕
と
永
田
鑓
則
君
が

入
賞
レ
’
町
代
衰
と
し
て
鰹
大
金
に
幽

－
－
1
・
－
－
－
－
－
l
＿
l
－
t
－
t
l
t
－
j
l
l
－
、
l
s
－
l
e
t
l
噛
8

行

芦
計
画
な
ど
決
定
難

町
体
育
協
会
で
は
’
一
月
二
十
七
日
午

蘭
十
時
か
ら
■
事
鍬
で
、
定
間
5
会
を

廉
ね
、
騨
謹
員
会
を
闘
G
攻
の
よ
う
含

こ
と
を
協
謹
決
定
し
た
o

　
一
、
規
約
の
一
部
改
正

　
1
1
、
行
事
計
画
並
に
牧
斑
予
算

月
別
行
事
酎
画

11月予四≡≡

月月月
九八七六
月月月月

柔
・
釧
道
攣
稽
古
及
び
昇
級

昇
段
賦
験

芦
追
遭
場
建
設

で
上
展
枝
間
宮
会

野
塚
、
テ
ニ
ズ
、
バ
レ
ー
の

鶴
駒
大
食

卓
球
、
鍵
■
天
食

剣
蓮
、
弓
泡
天
g

柔
、
剣
、
弓
蓮
恒
中
宙
畜

遊
戯
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
m
ン

＋
月

＋
1
月

＋
二
月

胞
習
会

陸
上
記
録
大
会

各
部
大
会

（野
球
、
バ
レ
ー

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
柔
道
、
剣

N
’
弓
直

冨
N
反
“
夕
5
新
年
度
行
箒

ゐ法
一
妬

吉
牢
と
岡
唱

　
　
　
　
　

■
■
■

エ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

審
竺

　
　
　
　
　
　

、
突
t
’
．

場
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

◎
1
月
二
十
五
日
鹿
屋
市
ぺ
開
か
れ
ぷ

　
縣
予
選
を
無
ね
る
郡
天
会
’
は
’
審

査
の
結
果
、
有
村
君
が
三
P
に
λ
寅
し

た
o
な
お
町
公
民
館
で
は
毎
年
一
月
こ
の
大

会
を
開
催
す
る
の
で
、
一
年
よ
D
も
二

年
三
年
と
、
多
数
の
発
喪
費
が
あ
る
よ

う

に
、
今
の
申
か
ら
記
曜
生
8
を
銃
け

る
よ
う

N
ん
で
い
る
。
　
　
　
’

よ
ロ
ロ
　
ロ
お
ロ
の
ロ
ロ
コ
ヂ
コ
　
　
　
　
　
　
ロ
コ
　
チ
コ
コ
の
の
ウ
コ
の
も
く
ノ
も
コ
お
コ
　
タ
ロ
う

氣
象
概
砒

敗
冥
2
●

　
会
■
は
諏
年
と
N
■
’

し
て
も
年
百
円
ρ
し
虻

虻
成
蟹

金
、
そ
の
他
の
牧
入
竈
驚
て

昨
年
と
同
額
で
各
部
竈
5
■
重
■
受
第

に
編
成
、
敗
支
共
に
十
五
万
円
に
快
竃

な
お
体
協
で
は
一
殻
の
多
数
入
金
を
葡

置
レ
て
い
る
の
で
、
申
込
者
は
住
所
毘

隻
●
■
、
年
令
等
を
記
入
の
上
町
公

震
賃
武
伍
畜
事
務
局
宛
申
込
ま
れ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

年苞及チ想

力
し
て
ほ
し
い
，

1般
に
も
隣
保
班
制
な
ど
を
利
用
し
て

初
期
防
火
の
研
究
な
ど
、
協
力
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
本
町
と
し
て
今
後
の
消
防
を
ど
う
す

　
ぺ
吉
か
o

何
と
云
つ
て
も
、
水
利
の
解
決
が
急
務

で
あ
り
、
水
路
、
水
檀
の
設
置
を
忌
ぐ

ζ
共
に
、
そ
の
維
持
管
理
は
、
町
民
全

て
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た

高
尾
野
町
で
は
部
落
毎
に
二
〇
〇
石
入

〈四
〇
立
方
米
）
の
水
槽
を
作
り
、
町

が
l
ケ
所
二
万
円
位
つ
つ
補
助
し
て
、

二
十
力
年
申
に
四
〇
個
の
水
檀
を
作
つ

た
と
云
う

こ
と
で
あ
る
o

そ
の
外
火
災
予
防
條
例
を
制
定
し
て
、

予
防
蒼
察
を
強
化
し
、
か
ま
ど
検
査
括

ど
も
’
形
式
的
で
な
く
徹
底
し
て
、
　
H

場
な
ど
も
滑
火
器
等
を
整
傭
す
る
と
共

に
火
気
距
用
場
所
の
防
火
対
策
を
強
化

す
べ
吉
で
あ
る
と
の
論
が
強
か
っ
た
o

t
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t
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．
I
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・
・
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紡
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●
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t
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．
t
・
l
l
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．
”
・
t
l
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お
　
　
乱

　
　
去
る
一
月
六
日
大
櫨
部
落
に
発
生
し
た
火
災
は
’
家

屋
の
焼
失
十
六
棟
、
罹
災
者
七
十
九
名
を
出
す
。
本
町

で
は

未
曾
有
の
大
火
事
で
あ
り
ま
し
て
、
私
共
は
直
ち

に

罹
災
者
の
救
助
に
万
全
を
期
し
て
務
ヵ
し
た
次
第
で

あ
の
ま
す
。

幸
い
に
’
町
に
救
助
対
策
に
’
町
議
会
の
全
幅
の
協
賛

を
得
、
な
お
又
、
義
損
金
の
拠
出
を
お
願
い
致
し
ま
し

た
処
、
町
民
み
な
さ
ま
の
深
き
（
、
」
e
w
解
l
）
．
　
t
”
）
同
情
に

ぴ

り
、
逸
早
く
多
額
の
金
品
を
お
寄
せ
ト
さ
つ
て
、
罹

災
者
の
救
護
が
完
全
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
t
t
）
は
、
誠
に

感
謝
に
た
え
ず
厚
く
お
礼
申
上
け
る
次
第
で
あ
り
ま
す

拠
出
下
さ
い
ま
し
た
義
損
金
品
は
、
一
月
二
十
七
日
罹

災
者

に
夫
々
配
分
致
し
ま
し
た
が
、
罹
災
者
一
同
み
な

さ
ま
の
（
、
」
芳
志
に
感
泣
し
、
今
後
の
再
起
精
進
を
誓
つ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
c

冷
回
の
大
火
は
か
え
す
’
．
、
遺
憾
で
あ
り
ま
し
た
が
・

私
共
は

こ
れ
を
機
に
今
後
災
害
の
未
然
防
止
、
消
防
体

制
の
整
備
に
全
力
を
尽
し
て
努
力
致
し
ピ
す
の
で
’
更

に
一
暦
の
ご
協
力
を
N
M
い
申
上
け
’
R
礼
の
言
葉
ミ

致
し
ま
す
。

　
　
　
大
根
占
町
長

　
　
　
日
本
赤
十
字
肚
大
根
占
町
分
区
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
　
　
里
　
　
軍
　
　
吉

　
　
　
　
　
感

謝

の

言

葉

　
去
る
一
月
六
日
、
大
橋
部
落
大
火
の
際
は
驚
察
著
並

に

は
早
速

を
厚
く
御

、

町
民
の

丁
重
な
る

ま
せ
ん
o

一
転
、
再

た
o

口は一硬に低目の邸多
く月を通じて底並かやN低
目の日の見込です。雨量は
並かやX少いでレよう。

金
壱
千
円

金
弐
目
円

金
壱
千
円

金
弐
千
円

湿
参
拾
円

遡
参
千
円

白
米
五
升

〃

四
升

〃

五
升

矧
壱
千
円

白
米
四
升

金
壱
千
円

　
　
　
大

橋

　
　
　
大

火

金
四
千
円
　
白
米
四
升
　
演
物
一
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
元
青
年
團

金
三
千
円
　
　
　
　
　
鳥
井
戸
青
年
團

緻
一
俵
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
胃
年
團

金
勇
百
円
　
　
　
　
肺
之
浜
冑
年
團

金
穆
千
円

　
　
　
　
田
代
村

金
壱
千
円
　
　
　
田
代
村
役
場
職
員

金
参
千
円

　
　
　
　
麓
部
落

虚
弐
千
九
拾
円
　
　
塩
屋
部
落
公
民
館

　
　
　
　

肺
之
浜
二
区
　
澁
谷
　
清

　
　
　
　
　
同
　
　
本
田
踏
子

　
　
　
　
　
　
眞
宗
総
代
世
詰
人
会

　
　
　
　
　
　
　
肺
川
稜
区
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
旭
町

脇

喜
次

　
　
　
　
　
　
　
営
林
醤
職
員
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
町
婦
人
Q
n

　
　
　
　
　
　
醜
之
浜
1
区
嬬
人
妾

　
　
　
　
　
　
　
同

二
区
婦
人
会

ポ
ー
ル
＋
八
個

虚
渉
千
円

義
損
金
拠
出
者
芳
名

田
代
村
婦
人
旭
絡
協
議
芸

　
　
　
　

栄
町
嬬
人
会

鳥
井
戸
一
区
盆
田
宗
男

　
　
　

加
根
山
¢
物
店

　
　
大
櫨
上
　
川
越
篤
二

　
　

同
　
上
野
寅
二

金
八
百
八
拾
円

金
壱
千
弐
百
円

金
壱
千
茄

拾
円

金
壱
千
円

金
弐
千
円

金
弐
百
四
捻
円

金
四
百
円

金
八
百
円

　
　
六
反
田
部
落

　
　

中
園
部
落

鳥
＃
戸
l
区
離
落

白
ネ
ル
1
1
1
尺
二
寸

川
南

木

ド
未

金
壱
一
工
ハ
百
五
袷
参
円

金
弐
千
円
　
大
根
占
郵
便
局
職
員
一
同

足
袋
二
＋
足

金
弐
千
円

金
壱
千
円

金
弐
千
円

金
参
目
円

金
壱
干
円

金
壱
臼
円

金
壱
千
円

金
壱
千
円

金
五
百
円

大
根
占
士
木
事
務
所

鳥
井
戸
l
i
区
婦
人
会

　
　
食
糧
事
務
所

　
　
　

落
河
杣
落

　
　
　

皆
菖
部
落

大
根
占
町
胞
協
組
合

　
　
麓
池
田
達
志

田
代
村

柴
立
芳
文

　
　

陥
川
上
郎
落

城
内
小
学
稜
職
員

　
　
　
　
　

從
竺
周

　
　
　
　
　
筥
脇
仙
落

石
畑
光
義
（
根
占
中
t
　
I
t
e
）

藷
相
互
銀
莫
竃

金
壱
千
弐
日
円

金
壱
百
円

金
弐
千
五
百
円

金
壱
千
円

金
壱
千
円

金
五
百
円

金
参
千
円

金
壱
千
円

金
六
百
五
拾
円

金
壱
千
円

金
弐
千
円

　
N
山
元
左
文

　
　
皆
倉
青
年
團

鳥
井
戸
二
区
部
落

楠
川
中
青
軍
團
長

宇
ド
石
青
年
團

翁
苫

深
水
順
介

　
　
埠
原
尚
乍
團

　
　零
＾
∴
巴
画

池
田
硬
二
笏
ハ
鼠

　
　
山
ノ
P
割
落

　
　

壱
鰐

偏

　
　
段
賄
5
』
違

池
田
硬
区
詞
年
匿

金
壱
千
壱
百
参
捨
円
　
　
　
川
北
部
落

金
壱
千
円
　
　
　
　
上
之
宇
都
小
組
合

金
壱
千
弐
百
円
　
麗
見
島
銀
行
大
硬
占

　
　
　
　
　
　
　
支
店
職
員
一
同

金
壱
千
滲
百
五
給
円
　
　
　
笹
原
部
落

金
四
百
一
公
頂
円
　
　
　
　
岩
元
部
落

金
四
千
四
目
弐
拾
円

　
　
　
　
　
　
大
根
占
町
敬
職
員
組
合

金
壱
千
四
自
六
拾
円　
x
・
－
－
ト
g
＄

鉛
蟹
十
茄
本
　
肺
川
申
学
稜
庄
徒
一
岡

金
四
自
参
拾
円

　
　
　
　
櫻
原
部
落

金
壱
千
五
百
幸
捨
挙
円

　
　
　
　
　

肺
川
小
学
稜
庄
促
一
同

誕
八
園
七
拾
五
円
　

宿
利
原
小
学
狸

証
力
百
円
　
　
　
　
宿
利
原
申
学
稜

ゴ
壱
千
弐
白
七
拾
円

　
　
　
　
　
　
大
根
占
中
学
稜
生
徒
会

丘
参
百
円
　
　
　
　
　
　
寺
前
部
落

血
五
百
八
捨
円
　城
ケ
崎
部
落
婦
人
会

笹
弐
千
円
　
　
　
　
町
役
場
職
員
一
同

甘
賭
三
〆
二
六
〇
匁

白
米
二
升
茄
台

憂
ン
八
二
゜
匁
露
嬬
人
a
g

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
脇
婦
人
会

甘
蜷
三
〆
四
五
〇
匁
　
白
米
二
升
六
△
口

　
　
　
　
　
　
　
上
ノ
宇
都
婦
人
会

金
壱
百
八
捨
円

金
壱
千
茄
百
円

金
壱
千
円

金
壱
千
弐
●
円

金
参
百
円

金
五
百
円

金
六
目
円

白
米
三
升

金
参
千
円

血
茄
百
円

肺
之
浜 　

　
　
木
原
部
落

　
　
塩
屋
腎
年
團

麓

茄
原
輝
夫

鳥
井
戸
三
区
部
落

同
　
婦
人
会

　
　
帖
佐
理
髪
店

肺
之
浜
こ
区
部
落

金
百
茄

拾
円

白
米
四
升
五
合

金
参
千
円

金
七
百
円

　
　
　
　
統
計
繭
査
幕
務
所
職
賃
一
同

金
壱
千
九
白
五
拾
円
　
瀬
戸
山
部
落

金
壱
千
円
　
　
　
　
　
　
　
木
場
部
落

金
七
千
円
　
　
　
縣
共
同
募
湿
委
員
会

翻
壱
千
五
百
円
　
弓
場
下
部
落
婦
人
会

金
弐
千
五
百
弐
拾
五
円

　
　鳥
浜
部
落

金
四
百
弐
拾
円
　
　
　
　
大
久
保
部
落

金
弐
日
円

　
　
　
　
　
岩
元
胃
年
■

甘
藷
四
〆
七
二
〇
匁

　
　
　
　
申
園
婦
人
会

　
　
　
麓

浜
崎
箆
人

㎞
川
申
原
4
H
ク
ラ
ブ

　
　
　
法
務
局
出
帳
所

　

甘
藷
二
〆

　
　
　
　
　
根
占
町
擦

金
壱
千
円

紹
八
百
八
拾
円

蕊
訴
千
九
S
円

金
四
千
参
自
五
拾
円

根
占
町
嬬
人
会

鴫
川
中
部
落

大
橋
上
＄
落
金

〃

鵠
人
会

　
　
　

大
櫨
下
部
落
会

泌
五
白
円
　
　
大
櫨
上

金
壱
千
円
　
大
櫨
ド

訪
弐
百
六
拾
円

講技農

座術業

農
業
一

甘
藷

「
コ

ク

ハ
ン
病
」
と
そ
の
対
策

O
甘
藷
ミ
農
家

本
町
畑
作
物
の
中
で
一
番
安
定
し
た
作

物
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
甘
醒
で
あ
り

ま
す
。
牧
量
、
慣
格
、
自
給
禽
糧
の
確

保
獲
畜
飼
料
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
、
蹟

家
経
済
の
根
源
を
な
す
も
の
と
f
i
L
Y
1
〈
　
n
t

し
よ
う
。
犬
方
の
み
な
さ
ん
は
、
年
々

増
牧
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
貯
疏

中
或
は

、
春
先
に
、
病
害
『
コ
ク
ハ
ン

』
の
聡
に
’
相
当
な
量
を
腐
敗
さ
せ
、

時
と
し
て
、
種
曜
ま
で
失
う
現
状
を
み

る
と
吉
、
折
角
の
檜
牧
も
箋
引
き
、
大

き
な
欠
損
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
が
こ

の
　
r
コ
ク
ハ
ン
病
』
を
よ
く
知
D
、
防

除
す
れ
ぱ
、
必
ず
根
紀
出
索
る
と
思
い

ま
す
。
O
コ

ク
ハ
ン
病
9
こ
は

一
顧
の
病
菌
に
よ
る
隠
染
病
で
、
苗
床

期
か
ら
、
栽
培
期
間
、
貯
願
甲
と
、
一

年
中
発
庄
し
て
、
ど
の
時
期
に
も
大
き
’

な
留
が
あ
り
ま
す
。

o
苗
床
で
は

苗
床
で
コ
ク
ハ
ン
病
が
発
生
し
で
も
’

初
め
は
チ
ョ
ツ
ト
見
分
け
が
つ
か
ず
、

二
番
笛
を
と
る
こ
ろ
か
ら
、
モ
ろ
く

芽
の
伸
ぴ
が
悪
く
な
り
、
若
い
芽
が
’

床
面
に
出
た
ば
か
り
で
、
枯
れ
る
の
が

出
は
じ
め
、
ま
た
葉
の
色
も
1
般
に
悪

く
’
苗
床
全
体
の
芽
立
が
う
す
く
な
a

病
気
が
す
＼

む
に
つ
れ
て
、
苗
を
と
れ

」

　
　
　
　
　
　
　
　

（そ
の
1
）

な
く
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
苗
床
の
賭
を

堀
つ
て
み
る
と
、
い
も
に
も
苗
の
つ
け

根
に
は
黒
い
は
ん
点
が
、
必
ず
出
來
て

い
ま
す
。
こ
の
は
ん
点
の
中
か
ら
、
病

菌
が
出
て
、
他
の
苗
に
傳
染
し
ま
す
、

殊
に
苗
を
東
に
し
て
い
る’

と
、
急
速
に

隔
染
レ
ま
す
。
な
お
病
気
の
い
も
は
早

く
く
さ
れ
ま
す
o

o
畑
で
は

病
気
の
苗
を
檀
え

る
と
、
苗
の
根
元
が

　　コクハン粛の●

年
小

出

水
（2）

操

枯
れ
蒋
ち
ま
す
。
日
で
り
が
続
け
ば
枯

れ
る
株
が
あ
り
ま
す
。
迫
夏
に
な
る
と

病
菌
は
土
申
で
は
お
も
む
ろ
に

居
動
し

て
い
ま
す
が
、
葉
や
つ
る
で
は
変
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
病
園
を
柄
え
た
畑
陀
は

堀
取
る
と
、
異
く
丸
い
は
ん
点
の
出
酪

た
い
も
を
見
受
け
ま
す
．
こ
れ
を
劫
つ

て
み
る
と
、
は
ん
点
は
余
り
深
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
下
の
肉
は
、
青
み

が
か
っ
た
黒
か
っ
色
を
し
て
い
て
、
か

ぐ
声

特
別
な
臭
が
あ
り
煮
食
す
る
と
、

ひ
ど
く
苦
味
が
あ
り
ま
す
。

o
貯
蔵
中

に
は

病
苗
を
櫨
ズ

た
畑
や
、
前
年
、
病
気
の

出
た
畑
で
は
、
堀
り
取
つ
た
い
も
に
は

ん
点
が
見
ズ
な
く
て
も
、
貯
藏
中
に
、

rコ
ク
ハ
ン
病
』
で
く
さ
る
こ
と
が
よ

く
あ
D
ま
す
。
こ
れ
は
病
園
の
ま
じ
つ

た
土
が
、
い
も
に
つ
い
て
、
堀
り
と
つ

で
、
貯
戚
ぼ
で
に
出
來
た
傷
口
か
ら
、

病
菌
が
入
る
た
め
に
趨
る
も
の
で
す
、
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葉
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金
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川
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胃
年
咀

金
五
目
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・
、
～
川
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叉
小
さ
い
は
ん
点
が
あ
つ
て
も
、
気
が

つ
か
ず
そ
の
ま
＼

貯
翻
し

て
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
気
に
か
か
つ
た

い
も
を
貯
観
す
る
と
は
げ
し
く
熱
が
出

て
、
貯
廠
場
所
の
温
度
が
非
常
に
高
v

な
り
ま
す
。

o
伝
染
の
し
か
た

rn
ク

ハ
ン
病
』
の
簿
染
の
レ
方
は
図

に
太
い
線
で
示
し
た
と
お
り
で
す
。
病

気
に
か
か
っ
た
種
い
も
を
苗
床
に
伏
せ

こ
む
と
、
苗
に
博
染
し
、
病
苗
か
ら
新

し
い
い
も
に
っ
い
て
、
畑
の
中
や
、
貯

綴
中
に
発
住
し
ま
す
。
病
苗
か
の
隠
染

が
一
番
多
い
よ
う
で
す
。

o
防
ぎ
方

　l
こ
の
よ
う

に
　
r
コ
ク
ハ
ン
病
』
の
主
な

原
因
は
苗
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
病

気
を
防
く
に
は
、
苗
が
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
た
病
気
の
な
い
樋
い
も

を
使
う
こ
と
が
第
一
で
す
o

健
全
な
苗
を
つ
く
る
こ
と
が
’
発
虫
を

く

い
と
め
る
最
良
の
方
法
で
あ
り
、
病

気
に
か
か
つ
た
鴨
い
も
や
、
苗
を
よ
そ

防
除
ψ
具
体
的
な
方
法
は
吹
回
に
述
べ

ー
ー
…
，
議　1
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